
百年つづく「森の国・木の街」へ
新たな森林・林業基本計画が決定！

森林・林業基本計画は、森林・林業・木材産業に関する政策の基本的な方針を定めるもので、おおむね５年ごとに変更しています。

今回の変更に向けては、令和７年９月から林政審議会で議論を重ね、先の６月５日に新たな基本計画が閣議決定されました。

　新たな基本計画が示す、これからの森林・林業・木材産業が目指す方向や取り組むべき施策を紹介します！

特集



　

前
回
の
森
林
・
林
業
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本

計
画
」
と
い
う
）
で
は
、
林
業
・
木
材
産
業
が
持

つ
持
続
性
を
高
め
な
が
ら
成
長
発
展
し
、
人
々
が

森
林
の
多
面
的
機
能
に
よ
る
恩
恵
を
享
受
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
社
会
経
済
生
活
の
向
上
等
に
貢
献

す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
を
掲
げ
、
施
策
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
造
林
の
省
力
化
・

低
コ
ス
ト
化
、
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
開
発
や
そ

の
一
部
の
実
装
等
に
進
展
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
製

材
業
等
の
出
荷
額
が
増
加
す
る
な
ど
木
材
産
業
の

市
場
規
模
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

を
め
ぐ
り
、
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
は
、
依
然
と

し
て
立
木
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
中
で
再
造
林
等

に
か
か
る
経
費
負
担
が
大
き
い
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
林
業
適
地
で
の
再
造
林
が
十
分
に
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、林
業
経
営
体
へ
の
森
林
の
集
積
・

集
約
化
が
低
調
で
あ
る
こ
と
や
、
ス
マ
ー
ト
林
業

技
術
が
本
格
活
用
に
至
っ
て
い
な
い
な
ど
林
業
経

営
体
の
生
産
性
向
上
も
課
題
で
す
。
高
い
労
働
災

害
発
生
率
も
更
な
る
改
善
が
必
要
で
す
。

　

木
材
産
業
・
木
材
利
用
に
つ
い
て
は
、
製
材
分

野
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
格
付
率
が
低
位
で
あ
る
こ
と
や
、
中

大
規
模
の
木
造
建
築
物
が
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
こ
と
、
横
架
材
等
の
国
産
材
比
率
が
低
い
部
材

に
お
け
る
国
産
材
利
用
の
促
進
、
付
加
価
値
の
高

い
木
材
製
品
の
輸
出
拡
大
等
が
課
題
で
す
。

　

全
体
を
つ
な
ぐ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
持
続
可
能
な
木
材
取
引
に
向
け
、
関
係
者
間

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
好
循
環

に
よ
る
「
森
の
国
・
木
の
街
」
の
実
現

　

新
た
な
基
本
計
画
で
は
、「
森
の
国
・
木
の
街
」

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
２
つ
の
柱
、
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

●　

国
産
材
の
利
用
拡
大
と
幅
広
い
需
要
の
創
出

　

Ｓ
Ｈ
Ｋ
制
度
※
１

や
建
築
物
の
Ｌ
Ｃ

Ｃ
Ｏ
２
※
２

の
評
価
等
を
活
用
し
た
国

産
材
利
用
効
果
の
見
え
る
化
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
非
住
宅
・
中
高
層
建

築
物
の
木
造
化
な
ど
都
市
の
木
造
化

や
、
大
径
材
や
広
葉
樹
材
を
活
用
し

た
内
装
材
等
の
開
発
・
普
及
を
推
進

し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
製
品
輸
出
の

戦
略
的
拡
大
、
木
質
系
新
素
材
の
開

発
・
実
装
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

木
の
良
さ
や
利
用
の
意
義
等
に
関
す

る
消
費
者
の
理
解
醸
成
に
向
け
木
育

等
を
促
進
し
ま
す
。

2 で
の
コ
ス
ト
構
造
等
の
情
報
共
有
が
不
十
分
な

状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
、
生

物
多
様
性
の
損
失
な
ど
地
球
規
模
の
大
き
な
変
化

や
、
不
透
明
な
国
際
情
勢
、
急
速
な
少
子
高
齢
化

な
ど
に
も
対
応
し
な
が
ら
各
般
の
施
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
基
本
計
画
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
等
を

踏
ま
え
つ
つ
、
環
境
に
配
慮
し
た
企
業
経
営
等
を

求
め
る
社
会
的
気
運
の
高
ま
り
や
、
非
住
宅
・
中

高
層
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
技
術
の
進
展
、

人
工
林
資
源
の
充
実
な
ど
を
好
機
と
捉
え
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
と
多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り

を
着
実
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
の
好
循
環
を
生
み
出
し
、「
森
の
国
・
木

の
街
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
こ
の
実
現
に
向
け
、
関
係
者
が

将
来
に
希
望
を
持
っ
て
新
た
な
取
組
に
挑
戦
で
き

る
よ
う
、
施
策
の
展
開
を
図
り
、
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
の
次
の
百
年
の
礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　

国
産
材
利
用
等
の
環
境
貢
献
の
見
え
る
化
を
通

じ
て
、
利
用
拡
大
と
幅
広
い
需
要
創
出
を
推
進
す

「
森
の
国
・
木
の
街
」

    

の
実
現
に
向
け
た
施
策

    

２
つ
の
柱
と
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

る
と
と
も
に
、
国
産
材
の
供
給
力
強
化
に
向
け
、

林
業
・
木
材
産
業
の
体
質
強
化
と
林
業
従
事
者
の

所
得
向
上
、
国
産
材
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

を
図
り
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
付
加
価
値
の

創
出
を
確
立
し
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
の
実
現

１１

※
１　
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

　
　

に
基
づ
く
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定
・
報
告
・

　
　

公
表
制
度

※
２　

建
築
物
の
建
設
か
ら
解
体
に
至
る
ま
で
の

　
　

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
通
じ
た
二
酸
化
炭
素

　
　

排
出
量

木造化の非住宅・中高層建築物 木質の内装を使用した非住宅施設
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自動化された木取りを行う製材機械 ストックされている製品

森林浴 森林を活用するアクティビティの一例（トレイルライド）

リモートセンシングで表された微地形図

◀ 林業従事者育成のための
ガイドラインの例

▲ 遠隔操作伐倒機械

●　

需
要
に
応
じ
た
国
産
材
の
供
給
力
強
化

　

国
産
材
製
品
の
安
定
供
給
に
向
け
、
木
材
加
工

流
通
施
設
の
規
模
拡
大
や
、工
場
間
連
携
、ス
ト
ッ

ク
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
そ
の
際
、Ｊ
Ａ
Ｓ

製
材
設
備
や
大
径
材
対
応
設
備
等
の
整
備
を
戦
略

的
に
推
進
し
ま
す
。
地
場
の
中
小
工
場
等
に
お
い

て
高
付
加
価
値
製
品
の
持
続
的
供
給
体
制
を
構
築

し
ま
す
。

●　

ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
実
装
等
に
よ
る

　
　

持
続
的
な
林
業
の
確
立

　

林
業
の
労
働
安
全
確
保
と
生
産
性
向
上
に
向
け

た
遠
隔
操
作
・
自
動
運
転
機
械
等
の
開
発
・
実
装

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た

昇
給
の
実
現
や
関
係
者
の
意
識
改
革
の
徹
底
等
に

よ
り
、
林
業
従
事
者
の
所
得
向
上
と
労
働
環
境
の

改
善
を
促
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
規
事
業
者
を

含
め
た
多
様
な
主
体
の
育
成
・
確
保
を
図
り
ま
す
。

●　

森
業
等
の
推
進
に
よ
る
山
村
地
域
の

　
　

自
立
的
か
つ
持
続
的
発
展

　

従
来
か
ら
進
め
て
い
る
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
を

中
心
と
し
た
森
林
の
総
合
的
な
活
用
の
取
組
に
加

え
、
Ｊ‒

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
等
を
通
じ
て
、
人

と
森
林
と
の
関
係
を
深
化
さ
せ
、
山
村
地
域
の
所

得
向
上
等
に
つ
な
げ
る
森
業
を
推
進
し
ま
す
。

●　

ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
集
積
・
集
約
化
の
加
速

　

林
業
適
地
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
明
確
に
し
、

確
実
な
再
造
林
の
実
施
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
林
業
適
地
に
お
い
て
路
網
整
備
等
の
支

援
を
重
点
化
し
ま
す
。
ま
た
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

ン
グ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
境
界
明
確
化
、
外
縁
確

定
型
や
改
正
森
林
経
営
管
理
法
の
最
大
限
の
活
用

に
よ
る
森
林
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
し
ま
す
。

外縁確定型による森林の集積・集約化
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バ
ラ
ン
ス
の
良
い
森
林
構
成
・
配
置
と
な
り
、

多
面
的
機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ
れ
る
理
想
的

な
森
林
の
状
態
を
「
指
向
す
る
森
林
の
状
態
」
と

し
、
こ
れ
に
到
達
す
る
過
程
の
５
、
10
、
20
年
後

の
森
林
の
状
態
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
、
森
林
の

適
正
な
整
備
及
び
保
全
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
人
工
林
の
う
ち
、
林
業
適
地
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
維
持
す
る
一
方
で
、
林
業
適

地
以
外
で
は
、
針
広
混
交
林
化
等
に
よ
り
天
然
林

に
移
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
然

林
に
つ
い
て
は
、
自
然
の
推
移
に
委
ね
る
こ
と
を

基
本
と
し
つ
つ
、
里
山
林
等
は
更
新
補
助
作
業
を

含
む
適
切
な
整
備
に
よ
り
利
活
用
等
を
促
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
計
画
で
は
、
森
林
・
林
業
基
本
法
に
基
づ

き
、
２
つ
の
目
標
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
目
標
達
成
に
向
け
、
施
策
の
進
捗
を

計
る
た
め
に
、
今
回
新
た
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
ま

し
た
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
、
目
標
達
成
に
向
け
て
必
要
と

な
る
需
要
量
や
生
産
量
、
労
働
力
等
を
踏
ま
え
て

設
定
し
た
も
の
で
、
今
後
は
、
そ
の
進
捗
状
況
を

確
認
・
検
証
し
、
施
策
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

●　

強
靱
な
国
産
材
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

　

川
上
か
ら
川
下
関
係
者
間
で
再
造
林
コ
ス
ト

や
、
森
林
・
木
材
の
持
続
性
に
関
す
る
情
報
の
共

有
・
相
互
理
解
を
促
進
し
、
国
産
材
主
導
で
合
理

的
な
価
格
形
成
が
図
ら
れ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

治山施設の整備

獣害対策などのための里山林整備

鳥獣被害防止に向けた野外実習・防護柵の設置

コンテナ苗の生産設備

観
点
か
ら
、
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
森
林
整
備
や

治
山
対
策
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
延
焼
し
に
く

い
多
様
な
林
相
へ
の
誘
導
や
林
野
火
災
に
係
る
広

報
等
の
強
化
、
効
率
的
な
病
虫
害
・
鳥
獣
害
対
策
、

ク
マ
等
の
生
息
環
境
の
保
全
・
整
備
を
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
を

進
め
ま
す
。

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

発
揮
に
関
す
る
目
標

１１

国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保

２２

強靭な国産材サプライチェーン（イメージ）

森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
掲
げ
る

２
つ
の
目
標
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定

持
続
的
な
森
林
経
営

に
向
け
た
取
組
強
化

に基づく国産材

●　

国
民
の
安
全
・
安
心
を
根
底
か
ら
支
え
る

　
　

多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り

　

能
登
半
島
で
の
災
害
の
よ
う
な
複
合
的
な
要
因

に
よ
る
山
地
災
害
、
大
規
模
な
林
野
火
災
、
ク
マ

に
よ
る
人
身
被
害
等
の
危
機
を
予
防
・
管
理
す
る
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国
産
材
の
供
給
や
利
用
の
促
進
に
向
け
た
目
標

で
、
令
和
６
年
の
木
材
供
給
量
35
百
万
㎥
を
、
令

注１：「人工林」は、主として植栽又は人工下種により成立している森林で伐採跡地
　　　を含み、「天然林」は、主として種子の自然散布による更新、ぼう芽による更
　　　新等の天然更新により成立している森林で竹林及び未立木地を含む。
　２：「利活用等により機能の維持増進を図る天然林」は、適切な整備により利活用
　　　等を促進し、多面的機能の維持増進を図る里山林等の天然林で、現況は、天然
　　　林のうち人為により成立しているものを集計している。
　３：目標とする森林の状態及び指向する森林の状態は、令和７年を基準として算出
　　　している。
　４：令和７年の値は、令和７年４月１日の数値で、森林資源現況調査から推計して
　　　いる。
　５：十万ha単位で四捨五入しているため、内訳と計とは一致しない場合がある。　

注１：用途別の利用量は、国産材に係るものである。 　　　
　２：各用途には輸出を含む。
　３：「パルプ・チップ用材等」には、しいたけ原木等を含む。
　４：「燃料材」とは、ペレット、薪、炭、燃料用チップである。
　５：百万㎥単位で四捨五入しているため、内訳と計とは一致しない場合がある。

和
17
年
ま
で
に
42
百
万
㎥
ま
で
拡
大
し
て
い
く
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
供
給
さ
れ
る
木
材
に
つ
い

て
は
、
よ
り
価
格
が
高
い
製
材
用
材
や
合
板
用
材

な
ど
の
建
築
用
材
等
へ
の
利
用
を
中
心
に
促
進

し
、
木
材
の
付
加
価
値
向
上
を
図
っ
て
い
く
考
え

で
す
。

お
わ
り
に

森林の有する多面的機能の発揮に関する目標

林産物の供給・利用に関する目標（用途別利用量の目標） （単位:百万㎡）

林
産
物
の
供
給
・
利
用

に
関
す
る
目
標

２２

　

今
回
の
基
本
計
画
で
は
、
初
め
て
「
百
年
つ
づ

く
『
森
の
国
・
木
の
街
』
へ
」
と
い
う
副
題
を
設

け
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

豊
か
な
森
林
を
適
切
に
循
環
利
用
す
る
と
と
も

に
、
産
出
さ
れ
た
木
材
を
生
か
し
木
の
あ
ふ
れ
る

街
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
通
じ
て
、
日
本
列
島
全

体
を
強
く
豊
か
に
し
、
百
年
先
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
に
お
い
て
は
、

森
林
が
も
た
ら
す
価
値
を
分
け
合
う
共
生
関
係
に

あ
る
と
の
視
点
を
共
有
し
、
互
い
に
協
力
し
て
、

森
林
の
適
正
な
管
理
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

確
保
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
っ

て
共
栄
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

※　

掲
載
し
て
い
る
写
真
は
基
本
計
画
に
関
す
る

　

林
政
審
議
会
（
令
和
７
年
９
月
２
日
〜
令
和
８
年

　

５
月
27
日
）
で
使
用
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

林産物の供給・利用に関する目標（木材供給量の目標） （単位:百万㎥）
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